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で

で
今
後
公
開
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る

デ
ー
タ
を
入
れ
て
お
け
ば
、
す
ぐ

取
り
出
せ
る
情
報
は
ま
す
ま
す
増

え
る
と
い
う
。
　
　
　
　
　
・

現
在
、
利
用
は
同
大
の
大
型
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
ア
ク
セ
ス
で
き

る
学
内
だ
け
に
限
ら
れ

て
い
る

が
、
四
月
か
ら
は
全
国
の
国
立
大

学
な
ど
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結

び
、
利
用
範
囲
を
大
幅
に
広
げ
た

い
考
え
。
中
心
に
な

っ
て
開
発
を

進
め
て
い
る
同
セ
ン
タ
ー
の
田
畑

伸

一
郎
助
教
授
は
、
「
こ
れ
が
ソ
連

研
究
者
の
人
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
に
も
つ
な
が
れ
ば
」

い
る
。

ソ
連
情
報
を
即
座
に

，
北
大
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
場

ソ
連
研
究
の
効
率
ア
ッ
プ
を
目
　
（木
村
汎
セ
ン
タ
ー
長
）
が
今
年

Q
′

き
る
シ
ス
テ
ム
。

こ
れ
ま
で
、
ソ
連
の
経
済
デ
ー

タ
は
、
社
会
主
義
国
な
ら
で
は
の

特
有
の
定
義
一を
し
て
い
る
た
め
、

・
複
雑
な
処
理
が
必
要

ヽ。
ま
た
、
非

公
開
と
な

っ
て
い
る
部
分
や
、
年

ご
と
に
整
合
性
の
な
い
デ
ー
タ
も

あ

っ
て
研
究
者
泣
か
せ
だ

っ
た
。

．―

そ

れ
が
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で

デ
ー
タ
を
処
理
す
る

こ
と
に
よ

り
、
簡
単
に
分
析
し
た
リ
グ
ラ
フ
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的
に
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
北
大

に
お
目
見
え
し
、
注
目
を
集
め
て

い
る
。
　

　

　

．

同
大

ス
ラ
ブ
研
究

セ
ン
タ
ー

度
、
ソ
連
の
年
鑑
な
ど
を
基
に
作
　
・

つ
た

「
ソ
連
経
済
統
計
デ
ー
タ
ベ

ー
ス

（
略
称
Ｓ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
」。
●

　

・、

小
麦
、
大
麦
と
い

っ
た
品
種
別

の
農
業
生
産
高
や
国
民
所
得
な

ど
、
毎
年
の
ソ
連
経
済
の
基
本
デ

L二 =_

ソ

連

経

済

統

計

デ

ー

タ

ベ
ー

ス

を

操

作

中

の
北

大

ス

ラ

ブ

研

究

セ

ン

タ

ー

一早

―
夕
約
千
七
百
項
目
が
同
大
大
型

タ
ー
に
入
力
さ
れ
て
お
り
、
接
続

を
書
い
た
り
出
来
る
う
え
、
ゴ
ル

計
算
機
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ピ

ュ
ー

さ
れ
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
端
末
機

バ
チ

ョ
フ
政
権
の
情
報
公
開
政
策

ヽ


